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　命の大切さや家族や友�
達のすばらしさなど、生�
き方の根源を歌に託して�
伝えるシンガーソングラ�
イター大野靖之さんの心�
にしみる講演を聴いてみ�
ませんか。�
�
○日　時　平成２１年１月１７日（土）�
　　　　　　午後２時開演�
○会　場　神崎ふれあいプラザ多目的ホール�
○講　師　シンガーソングライター�
　　　　　　大　野　靖　之　 氏�
○演　題　「夢」�
○お問い合わせ　教育委員会 　○72 １６０１�

真心と安心な費用�
　　悲しみのとき大きな力となります。�

お お た け 葬 祭�
住所　神崎町小松２２８��
TEL　72－2719�
　  0120-4044-08

ご葬儀のことならご相談ください。�

あ   

き�


